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登
記
申
請
の
手
続
案
内
は
、予

約
制
で
す
。手
続
案
内
を
利
用
す

る
場
合
は
、法
務
局
窓
口
ま
た
は

電
話
で
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。予
約
は
、登
記
手
続
案
内
日
の

１
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
し
ま

す
。

20
分
以
内

登
記
申
請
を
す
る
人（
親

族
、法
人
の
従
業
員
な
ど
を
含
む
）
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台
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15
〜
39
歳
の
就
職
し
て

い
な
い
人
、そ
の
保
護
者
、家
族み

や

ぎ
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
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２
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４
月
24
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
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ぎ
わ
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セ
ン
タ
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健け
ん
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無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業
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商
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振
興
係
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除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

中
田
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
教
室
ま
た
は
職
員
室

け
や
き
教
室
・
子
ど
も

の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
職
員
、心
の

教
室
相
談
員
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど　

け
や

き
教
室
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３
４
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全
国
の
登
記
所（
法
務
局
）で

は
、法
定
相
続
人
を
登
記
官
が
証

明
す
る「
法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
」を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、各

相
続
手
続
き
で
戸
籍
謄
本
を
何
度

も
出
し
直
す
必
要
が
無
く
な
り
ま

す
。無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

仙
台
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宮
城
県
信
用
保
証
協
会
は
、中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
や
こ
れ

か
ら
事
業
を
始
め
る
人
が
、事
業

に
必
要
な
お
金
を
金
融
機
関
か
ら

借
り
る
際
に
、保
証
人
に
な
っ
て

借
り
や
す
く
な
る
よ
う
支
援
す
る

公
的
機
関
で
す
。企
業
経
営
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向
け
た
支

援
を
し
て
い
ま
す
の
で
、気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宮
城
県
信
用
保
証

協
会
大
崎
支
店
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毎
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〜
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／
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

み
や
ぎ
北
若
者
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ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
大
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古
川
旭
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犬
の
飼
い
主
に
は
、犬
の
登
録
、

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
、鑑か

ん

札さ
つ

と
注
射
済
票
を
犬
に
装
着
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場

合
は
、会
場
で
登
録
手
続
き
の
上
、

注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
６
日（
月
）〜
23
日

（
木
）

１
匹
３
千
円

１
匹
３
１
５
０
円

※
詳
細
は
、毎
戸
に
配
布
す
る「
狂

犬
病
予
防
集
合
注
射
に
つ
い
て
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）
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不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
支
援
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た

め
、「
け
や
き
教
室
」を
４
月
１
日

か
ら
中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

移
転
し
ま
す
。

　

け
や
き
教
室
で
は
、児
童
・
生

徒
の
悩
み
を
和
ら
げ
、学
習
意
欲

の
向
上
、自
立
心
や
社
会
性
な
ど

を
育
成
し
、登
校
の
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
。４

月
１
日（
水
）

中
田
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー（
２
階
） 

／
登
米
市
中
田
町

上
沼
字
舘
43

◉
　

こ
れ
ま
で
は
教
育
相
談
を
、教

育
研
究
所
、け
や
き
教
室
、子
ど
も

の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、教
育
部
活

き
生
き
学
校
支
援
室
で
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、業
務
を

集
約
し
、４
月
１
日
か
ら
中
田
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
の
け
や
き
教

室
と
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

職
員
室
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

学
業
、不
登
校
、い
じ

め
、問
題
行
動
、子
育
て
な
ど
の
子

ど
も
に
関
わ
る
悩
み
に
関
す
る
教

育
相
談

電
話
相
談
は
随
時
受

け
付
け
。面
接
相
談
は
要
電
話
予

約

月
〜
金
曜（
祝
日
を

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

（令和２年２月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,536 9,755 10,336 20,091 （▲26）

登米 1,790 2,288 2,459 4,747 （▲9）

東和 2,331 3,024 3,103 6,127 （▲7）

中田 5,204 7,678 7,957 15,635 （37）

豊里 2,135 3,194 3,240 6,434 （▲7）

米山 2,841 4,428 4,540 8,968 （▲12）

石越 1,566 2,374 2,377 4,751 （▲13）

南方 2,719 4,145 4,335 8,480 （▲3）

津山 1,144 1,513 1,661 3,174 （▲3）

合計 27,266 38,399 40,008 78,407 （▲43）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　交通ルールを順守し、歩行者や他の車両に対する思いやり
の気持ちを持って通行しましょう。

（令和２年２月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ２ Ｒ１ 増減数

人身事故
発生件数 34件 29件 5件

死者数 １人 1人 0人

負傷者数 42人 33人 9人

物損事故
発生件数 194件 227件 ▲33件

※令和２年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

で
、食
堂
の
シ
ー
ン
を
石
越
町
で
撮

影
し
て
い
ま
す
。分
か
れ
道
を
歩
く

シ
ー
ン
は
私
自
身
本
当
に
好
き
で
、

惹ひ

か
れ
合
っ
て
い
な
が
ら
も
、別
々

の
道
へ
進
ん
で
い
く
二
人
の
本
当
の

物
語
が
始
ま
る
場
所
で
も
あ
る
と
言

え
ま
す
。

現
地
を
見
た
時
、私
の
イ
メ
ー
ジ

に
近
く
、青
春
の
舞
台
と
し
て
ぴ
っ

た
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。市
長
を
は

じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
が
面
白
く
優
し

い
人
た
ち
で
、ロ
ケ
地
に
な
っ
た
こ

と
を
大
変
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
、で

き
れ
ば
も
っ
と
多
く
撮
影
を
し
た

か
っ
た
で
す
ね
。二
人
の
優
し
さ
を

土
地
柄
で
表
現
で
き
る
、そ
ん
な
場

所
で
し
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
時
間
は
長
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、登
米
市
内
で
の
ロ

ケ
は
、こ
の
作
品
の
鍵
と
な
る
大
事

な
シ
ー
ン
で
す
。自
分
た
ち
の
町
に

い
た
高
校
生
が
東
京
に
出
て
、ま
た

故
郷
に
戻
っ
て
く
る
、そ
ん
な
ふ
う

に
見
守
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
ね
。

長
い
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
人
間

性
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と

に
、こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
疑
問
に

思
い
ま
し
た
。こ
の
作
品
を
通
し
て
、

30
年
間
の
二
人
の
男
女
の
人
生
を

も
と
に
、ど
ん
な
に
時
代
の
変
化
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、人
間
に
は「
愛
」

を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
、今
の
時
代
に
不
安
を
抱
え
る
人

た
ち
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す

登
米
市
内
で
は
、高
校
の
卒
業
式

の
後
に
、主
役
の
二
人
が
分
か
れ
道

を
歩
く
象
徴
的
な
シ
ー
ン
を
南
方
町
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